
………… 子供の体力を向上させる学校全体での取組5
課題対策

体育にこだわり続けて半世紀

現在、静岡市立横内小学校では、
体育を中心に授業研究を行っており、
1年目に課題を設定、2年目に実践、3
年目に研究発表というサイクルで、3
年に1度、体育の授業に関する公開研
究を行っている。この公開研究は、

昭和41年に市の委託を受けて体力の
向上についての取組を始めたことが
きっかけとなってスタートし、平成26
年度で49年目を迎えた。当時取組を
支援したのは、市にあった体育の教
科部会であり、部会の教員が協力委
員として横内小学校の取組を支援し
ていた。体力の向上への取組が継続

している要因には、担当の教員が異
動しても、取組を引き継いでいける
組織体制を作っていることがかか
わっている。
学校における教育活動は、地域・
家庭との連携が重視されている。体
力の向上のための継続した取組は、
地域の支えによるものも大きい。取
組を継続することで、「横内小学校は
体育に力を入れている」ということが
地域や市内の学校に周知されるよう
になった。教職員だけでなく、児童
や保護者が、学校の特色である体育
の取組について誇りに思うようになり、
さらなる取組へとつながっている。

体育を中心とした学校つくり
を目指して

習志野市立秋津小学校では、ある
時期規律を守れず指導に苦慮する児
童が増えた。そのため、児童に体を
動かす活動を十分にさせるとともに、

教職員間において体育の重要性を共有する

▲補強運動の様子（横内小学校）
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●	教職員間で体育の重要性を共有する
●	取組の内容を資料としてまとめ、活用する
●	体育の授業以外の取組を充実する
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………… 子供の体力を向上させる学校全体での取組

体育での活動を通して子供同士のか
かわりを学ばせようと、学校が自発
的に体育への取組に向かうことに
なった。
体育の取組を始めた当初は、子供

のかかわりづくりを目指すことに重き
を置きすぎてしまい、話し合いばかり
の授業になってしまっていた。そこで、
研究主題や仮説を再考し、校内にお
ける研修を充実させることで、体育

の授業を研究する意義を理解する教
員が増えてきた。これにより、学校全
体での取組へとつながっていった。

誰でもできる体育の授業を
目指した資料の作成

体育の授業について研究している
とはいえ、全ての教員が体育を得意
としているわけではない。また、近年
増加している若手教員に対するフォ
ローも必要である。横内小学校では、
体育の指導が得意ではない教員や新
任教員でも、「だれでもできる体育の
授業を目指す」というキャッチフレー
ズのもと、横内小学校版の『ゲーム
＆ボール運動マニュアル』という冊
子を作成し、共有している。一つの
単元について、A4用紙2ページ程度
で17の運動が取り上げられており、
「運動の特性」「内容・進め方」「基本
ルール」「準備物」「ゲームの行い方」
で構成されている。運動名には、「ヨ

コウチフットベース」や「ヨコウチバ
スケ」など、「ヨコウチ」で始まるも
のも多く、学校の独自の運動であると
いう意識を、実施する教員や児童が
共有できるようになっている。
また、学年ごとに授業つくりを行
い、全体で検討することを大切にし
ている。そのため、教員間で意見交
換をしやすい良い雰囲気となり、学
校としての一体感が生まれている。

指導内容整理表の作成と　　
授業の改善

秋津小学校では、体育の学習内容
について「指導内容整理表」を作成
して授業つくりを行っている。「指導
内容整理表」とは、学習指導要領及
び解説から指導内容を導きだし、本
時に相当する内容を記述するもので

あり、本時に用いる用語や教員の指
導上のメモを表に記入して整理して
いく。「指導内容整理表」の作成に当
たっては、学習指導要領及び解説を
読み取り、表に並べていき、次に、
本時に取り上げる内容を記述したも
のをもとに学年で検討していくという
手順を踏んでいる。
初めは、何をどのように記述した

らよいのか悩んでいた教員も、まず
は運動の技能に絞って何回も書いて
いくにつれ、内容が洗練されていっ
た。この「指導内容整理表」を作成
することで、本時で身に付ける技能
が明らかになり、1時間を見通した授
業計画を立てることで時間を有効に
活用でき、また運動量の確保にもつ
ながった。
体育の授業研究のため、初任者で

あれ経験者であれ、秋津小学校に着
任した教員は、年に2回、全員が当該
学年の取り上げる単元について「指
導内容整理表」を作成してから単元
計画と本時案を作成していき、経験
のある教員がそれをサポートしていく
ことが基本スタイルとなった。体育の
授業に限らないが、授業で取り上げ
る内容は時代の影響を受ける。それ
でもなお、運動そのものの学習のた
めの内容は、一貫したものがある。
授業で何を教えるのかについて、指
導内容を教員が明確にできることは、
授業の方向性を明確にし、体力の向
上について継続した取組にもつなが
るであろう。

取組の内容を資料としてまとめ、活用する

▲『ゲーム&ボール運動マニュアル』（横内小学校）
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運動の日常化のために

体育の授業研究の他に継続してい
る取組として、横内小学校には全校
運動「いずみ運動」がある。週に3回、
朝の15分間に、校庭や体育館などで、
遊具や跳び箱、棒、ボールなどを使っ
て、学年で内容を変えながら取り組

んでいる。授業で学んだことを授業
外でも行うことで、よいサイクルを
生み出している。また、ボール運動
では、児童一人一人が入学当初から
所有しているボールを、上に投げた
り弾ませたりするなど、音楽に合わ
せて運動する。みんなで同じ運動を
行うため、そろえる＝心を合わせる

ことを学ぶことができ、他教科の学
習姿勢につながっている。

ランニングコースの整備と
放課後の運動部活動

秋津小学校では、朝の時間や業間
体育で「秋津っ子マラソン」を実施
している。1周480mの校庭外周を

体育の授業以外の取組を充実させる

▲指導内容整理表（秋津小学校）

コラム Column

教具の改善
秋津小学校では、体育の研

究でボール運動の単元に取り
組んでおり、教具の準備や改
善が行われている。教具は、
いつでも使いやすいように整理
して保管している。また、教員
が手作りした教具もあり、新聞
紙で作ったボールや、靴下の
中にボールを入れた投げる教
具、思い切り投げる環境を整
えるためのネットなど、特に投
力を向上するための教具の工
夫に力を入れている。
授業の改善への取組には、

運動をする際に用いる教具の
開発も重要である。子供たち
の発達段階に合ったもので、
子供たちに動きの学習をする
ために適切な教具が準備され
ることは、体育の授業の改善
だけでなく、体力の向上への継
続した取組につながるであろう。

▲新聞紙をまるめて作ったボール
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1000周達成するとメダルがもらえ、
メダルを目標の一つにして児童が走
る姿が見られるようになった。業間
以外の時間も走ってよいことにして
いるので、多くの児童は、入学後、
3年生くらいで達成する。子供たち
の意欲を高めるために、1か月ごと
に学年トップの児童の表彰を行って
いる。しかし、子供たちの意欲を最
も引き上げているのは、校庭外周に
整備されているランニングコースで
あろう。校地を区切るフェンスの近
くには、地域住民が自由に使える家
庭菜園のような区画が整備されてい

る。秋津小学校の子供
たちは、土地の手入れ
と野菜の栽培をする地
域住民に見守られなが
ら、「秋津っ子マラソ
ン」に取り組んでいる
のである。
また、運動部活動を

指導できる教員が赴任
してきたため、朝や放
課後の課外に運動部活
動を始めた。朝の時間を児童がもて
あましていたこともあり、声をかけ
ると児童が集まりはじめ、市で行わ

れるサッカー大会やバスケットボー
ル大会の出場に向けて、活発に練習
するようになった。

改善への取組をくり返そうまとめ

事例として取り上げた2校では、
単年度で取り組むだけでなく、取組
の課題を次の年につなげ、改善をく
り返していくといったように継続的
に取り組んでいた。これらの取組を
支えているのは、児童のよりよい成
長を願い、学校全体で取り組む教職
員組織と熱意であろう。
また、研究主任や体育主任を中心

にしながら、学年内や若手教員と経

験豊富な教員との間などで、課題と
その対策が共有されていることも大
切な点である。共有のために、『ゲー
ム＆ボール運動マニュアル』や「指
導内容整理表」など、共通に利用で
きる資料を作成し活用している。こ
のように、意識的に学校が一体とな
るように工夫されている。このこと
で、新たに異動してきた教員を巻き
込み、授業の改善の継続に向けて取

り組むことができている。
体力の向上は、体育の授業の改善

のみでもたらされるものではない。
朝の運動部活動や業間の取組、地域
の支援など、体力の向上だけではな
く地域との連携も含めた多様な教育
活動に、組織的に、また多角的に取
り組むことで、継続的に成果を上げ
ている取組につながっているのであ
る。

先生にとって
横内小学校とは？

体育の授業で工夫し
ていることは何です
か？

Q1

Q2

横内小学校でなければ考えつかない課題が見つかる。理論が
身に付けられる。横内小学校に来る前も、体育はがんばって

いたが、横内小学校に来て、いかに自分が体育の授業を分かっていなかっ
たかがわかった。（横内小学校）

夢中でやっているのが実際のところである。体育の学習への
取組が面白くなってきている。具体的には、ボール運動の単

元に取り組んでいるので、教具の工夫や改善に取り組んでいる。自分が
かかわった児童が、体育の授業で力を伸ばしてほしいし、それによって
運動が好きになる児童が増えてほしいと強く願っている。それが授業の
改善の支えとなっている。（秋津小学校）

A1

A2

学校の 声

▲秋津っ子マラソンの様子（秋津小学校）
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